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＜参考＞ 

１．国際勧告等との関連 

 本標準は、ＣＣＩＴＴ勧告のＱ.７０７ 試験・保守の考え方を採り入れ、国内網構成に合致した試験方法

を採用している。 

 

２．改版の履歴 
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準対応網構成下の信号ルートの正常性確認機能を追加 
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なれます。 
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１．目　的

　信号局の新設時、あるいは信号リンクの新設時に、信号が正しくルーチングされるかを信号ルートの正

常性を End-to-End に確認する。試験対象は、レベル１（信号データリンク部）、レベル２（信号リンク機

能部）及びレベル３（信号網機能部、ルーチングテーブルを含む）であり、着信号局との往復の信号リン

クならびに信号ルートを試験する。

２．手　順

(1) 　試験起動局（Ａ）は、信号ルーチング試験信号（ＳＲＴ）を試験対象リンク経由で、相手局

（Ｂ）に向けて送出する。

　なお、信号ルーチング試験信号は、信号情報として特定のビット列からなる試験パターンを含む。

注）ＳＲＴ＝signal routing test

(2) 　ＳＲＴ信号を受信した相手局（Ｂ）は、それが自信号局向けであれば直ちに信号ルーチング試験

確認信号（ＳＲＡ）を、ＳＲＴ信号の発信局に向けて返送する。そうでなければ信号を廃棄する。

返送はＢ局がＳＲＴ信号を受信したリンク経由で行うことを原則とするが、不可能な場合はこの限

りではない。またＳＲＡ信号は、ＳＲＴ信号内の試験パターンをそのまま返送する。

注）ＳＲＡ＝signal routing test acknowledgement

(3) 　試験起動局（Ａ）では、つぎの場合に信号ルーチング試験不良と判定する。

(a) 　ＳＲＴ信号送出後、１０秒以内にＳＲＡ信号を受信しない場合。

(b) 　受信したＳＲＡ信号内の試験パターンが、送信したＳＲＴ信号内の試験パターンと異なる場

合。

(c) 　ＳＲＴ信号を送出したリンク以外のリンクからＳＲＡ信号を受信した場合。

これらの場合、Ａ局は再度ＳＲＴ信号を送出する。

(4) 　再度送出したＳＲＴ信号に対しても試験不良となるとき、その信号リンクもしくは信号ルートは

不良とする。

３．本試験使用法

　試験起動局（Ａ）が使う信号リンクが増設された時及びルーチングデータを変更した時等、予め本試験

を行って、該当信号リンク及びルーチングデータの正常性を確認するものとする。

４．信号フォーマット及びコーディング

4.1　共通事項

(1) 　サービス・インディケータ（ＳＩ）

ＤＣＢＡ

０００１：信号網試験及び保守

(2) 　サブサービスフィールド（ＳＳＦ）

ＨＧＦＥ

００００
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(3) 　ラベル

　以下に示す４８ビットとする。ＳＬＳは試験対象リンクを、ＤＰＣは試験対象着信号局番号を直

接示すものとする。

ＳＬＳ
未使用

ＳＬＣ(3) ＡＢ(l)
ＯＰＣ ＤＰＣ

ＤＰＣ：着信号局番号

ＯＰＣ：発信号局番号

ＳＬＳ：信号リンク選択番号

ＡＢ　：リンクセット選択番号

ＳＬＣ：信号リンクコード

　 (4) 　ヘッダ０（Ｈ０　）

ＤＣＢＡ

００１１：信号ルーチング試験信号（ＳＲＴ）

０１００：信号ルーチング試験確認信号（ＳＲＡ）

その他　：空き

4.2　信号ルーチング試験信号（ＳＲＴ）

0111011100010001 空き ００１０ ００１１ ＬＡＢＥＬ

試験パターン

（Ｈ：７７１１）

パターン

長

ヘッダー

（Ｈ０）

ラベル

4.3　信号ルーチング試験確認信号（ＳＲＡ）

(1) 　ヘッダ１（Ｈ１　）

ＤＣＢＡ

１０００：正常

(2) 　フォーマット

0111011100010001 空き １０００ ０１００ ＬＡＢＥＬ

試験パターン

（Ｈ：７７１１）

ヘッダー

（Ｈ１）

ヘッダー

（Ｈ０）

ラベル

送出先頭ビット
送出方向12 ４ 16 16

16 ８ ４ ４ 48

48４４８16
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５．試験保守機能のＳＤＬ

　試験保守機能のＳＤＬを、図５－１／ＪＴ－Ｑ７０７に示す。

　このＳＤＬは、正常時及び異常時における信号システムの働きを、正確に示している。

なお、このＳＤＬで示される機能分割は信号システムの働きを理解するためのものであり、実際の信号

システムのインプリメントとは独立している。
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略号およびタイマ

１．略　号

ＨＭＤＴ 信号メッセージ分配

ＨＭＲＴ 信号メッセージルーティング

ＨＧＭＴ 管理システム

ＳＲＴＡ 信号ルーティング試験確認メッセージ

ＳＲＴＣ 信号ルーティング試験制御

ＳＲＴＭ 信号ルーティング試験メッセージ

ＴＰ 試験パターン

‘Ｘ’ 送信試験パターン

‘Ｙ’ 受信試験パターン

２．タイマ

Ｔ１０ 試験確認待タイマ　１０秒
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図５－１／ＪＴ－Ｑ７０７（１／２）　信号ルーチング試験制御（ＳＲＴＣ）

(CCITT Q.707)

１,２

SRTM
TP=‘Y’
HMDT→SRTC

SRTA
TP=‘Y’
SRTC→HMRT

空

空

SRTM
TP=‘X’
SRTC→HMRT

Ｔ１０開始

開　始

HGMT→SRTC

TP=‘X’

Ｔ１０停止

１回目送信

SRTA

HMDT→SRTC

受信信号リン
ク=SRT 送出信

号リンク

OPC=
SRT 送出先 DPC

Yes

No

No

No

Yes

Yes

２２ ２ １

Ｔ１０
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図５－１／ＪＴ－Ｑ７０７（２／２）　信号ルーチング試験制御（ＳＲＴＣ）

(CCITT Q.707)

空
SRTM
TP=‘X’
SRTC→HMRT

Ｔ１０開始

SRTA

HMDT→SRTC
Ｔ１０

TP=‘X’

２ １

空

２回目送信

空

Ｔ１０停止

信号ルート
試験異常終了
SRTC→HGMT

受信信号リン
ク=SRT 送出信

号リンク

OPC=
SRT 送出先 DPC

No

Yes

１ １

No

No

Yes

Yes

１,２


	　　



